２０２５年８月１日（金）
第4回　英語授業づくり研究会＠熊大附属中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生徒に提示するパフォーマンス課題を決めよう
単元末のパフォーマンス課題
目的：〇〇が安心して過ごせるように／誰もが楽しめるイベントになるように　※学校の実態によって変更した方が良い
場面：プレゼンテーション／ワークショップ形式
状況：４人グループ
例：Chloe（もしくは生徒が誰かを設定して）が楽しめるイベントになるように、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、班員に向けてプレゼンテーションしよう。










②①をもとに、どんな生徒になっていてほしいか、どのポイントを評価するかを考えよう
２学期の終わりにどんなコミュニケーションの力をつけさせておきたい？

（　話す　）こと　　発表
事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができる
パフォーマンステストでの生徒の理想のコミュニケーション（A評価）の姿
生徒のパフォーマンスをどんな視点で評価する？
条件①　相手の発言（ビデオレターで得た情報など）に配慮して話すことができる。
条件②　事実や自分の考え、気持ちを整理し、話すことができる。
条件③　自分の考えを伝えることができる。


条件が①～③の３つとも満たされている・・・A
条件が①～②の２つが満たされている・・・B
条件が一つしか満たされていない・・・C













①２学期で生徒が学ぶ内容・コミュニケーションを整理しよう
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